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伝
染
病
対
策
は
、「
持
ち
込
ま
な
い
」、

「
広
げ
な
い
」、「
持
ち
出
さ
な
い
」
の
三
原

則
の
徹
底
が
重
要
で
す
。
地
域
内
だ
け
で

な
く
農
場
内
に
お
い
て
も
対
策
し
、
発
生

時
は
広
が
り
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。 

１ 

リ
ス
ク
分
析 

病
原
菌
の
持
ち
運
び
は
野
生
動
物
の
他
、

人
の
手
や
長
靴
、
作
業
機
の
移
動
、
道
具
に

よ
る
拡
散
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
戸
々
の
農

場
で
リ
ス
ク
を
分
析
し
て
、
優
先
順
位
の

高
い
も
の
か
ら
対
策
し
ま
し
ょ
う
（
表
１
）。 

 ２ 

農
場
内
の
エ
リ
ア
を
分
け
る 

衛
生
の
重
要
度
が
高
い
順
番
は
、
①
処

理
室
、
②
飼
料
保
管
場
所
、
③
分
娩
エ
リ
ア
、

④
ほ
育
牛
エ
リ
ア
、
⑤
育
成
牛
舎
、
⑥
乾
乳

牛
舎
、
⑦
搾
乳
牛
舎
、
⑧
敷
料
庫
、
⑨
機
械

庫
、
⑩
ふ
ん
尿
貯
留
場
所
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
作
業
が
完
結
す
る
か
、

移
動
す
る
際
に
病
原
体
の
持
ち
運
び
が
な

い
よ
う
に
し
ま
す
（
図
１
）。 

    

              

さ
ら
に
、
エ
リ
ア
ご
と
に
道
具
（
糞
か
き

棒
や
竹
箒
、
ブ
ラ
シ
等
）
を
用
意
し
、
人
為

的
な
病
原
体
の
拡
散
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

３ 

対
策
方
法 

（
１
）
出
入
り
口
の
石
灰
散
布 

 
 
 

 

車
両
消
毒
用
の
石
灰
帯
は
、
長
さ
４
ｍ
・

幅
３
ｍ
（
大
型
車
両
の
タ
イ
ヤ
が
２
周
で

き
る
面
積
）
が
目
安
で
す
。
病
原
体
が
多
く

含
ま
れ
る
の
は
ふ
ん
尿
や
水
た
ま
り
な
の

で
、
汚
れ
の
水
分
と
タ
イ
ヤ
に
付
着
し
た

石
灰
が
反
応
し
、
強
ア
ル
カ
リ
性
と
な
っ

て
消
毒
さ
れ
ま
す
。 

（
２
）
病
原
体
を
広
げ
な
い 

汚
染
リ
ス
ク
の
高
い
エ
リ
ア
（
ふ
ん
尿

貯
蔵
場
所
）
と
衛
生
の
重
要
度
が
高
い
エ

リ
ア
（
と
く
に
飼
料
保
管
場
所
）
が
隣
合
わ

せ
で
、
同
じ
通
路
に
作
業
機
が
行
き
来
す

る
場
合
や
、
除
糞
と
敷
料
散
布
で
作
業
機

を
共
用
場
合
は
病
原
体
を
拡
散
し
や
す
く
、

伝
染
病
の
初
発
直
後
か
ら
蔓
延
す
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。 

と
く
に
、
サ
イ
ロ
周
辺
の
廃
棄
物
や
通

路
の
ぬ
か
る
み
が
汚
染
源
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
作
業
動
線
や
作
業
方
法
、
環
境

の
変
化
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

（
３
）
菌
の
増
殖
防
止 

 

菌
は
有
機
物
と
水
分
が
あ
る
と
増
殖
す

る
の
で
、
農
場
内
の
清
掃
管
理
を
ル
ー
テ

ィ
ー
ン
化
し
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。 

ま
た
、
毎
日
の
清
掃
作
業
を
無
理
な
く

続
け
る
た
め
に
、
牛
舎
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工

夫
や
清
掃
道
具
の
選
択
は
大
切
で
す
（
図

２
）。 

         

（
４
）
採
草
地
か
ら
の
持
ち
込
み
防
止 

牛
の
口
か
ら
入
る
も
の
は
特
に
衛
生
面

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
エ
サ
と
な
る

採
草
地
の
管
理
も
同
様
で
す
。 

牧
草
収
穫
時
に
土
砂
や
堆
肥
の
塊
、
野

生
動
物
の
糞
（
シ
カ
な
ど
）
を
拾
っ
て
し
ま

う
と
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
不
良
発
酵
と
病
原

体
混
入
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

モ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
ソ
リ
を
装
着
し

て
牧
草
の
高
刈
り
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
病
原
体
混
入
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
３
）。 

 

 

危害要因 

重

篤

度 

頻

度 
対策方法 

優

先

順 

１ 石灰帯がうすい時があ

る。 

中 低 決められた曜日に散布

するだけでなく、適宜

対応。 

３ 

２ １本のほ乳ボトルを複数

頭で使い回している。 

高 多 各ハッチに専用ほ乳ボ

トルを用意して使い分

ける。 

１ 

３ 処理室前にぬかるみや

すく、集乳車が汚れる。 

高 中 砂利を敷いて整備す

る。 

２ 

図１ エリア分けと作業動線の確保 

図３ ﾓｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ:通常の部品（右）とオ

プションのソリ（左）を装着したも

のの高さを比較 

自家用

車専用 
来客車専用 

（集乳車含む） 

乾乳牛舎 

育成牛舎 

搾乳牛舎 

↑ハッチ 

ふん尿運搬

専用 

分娩・ほ育エリアとふん尿

貯留場所は離す 

自宅 

５cm 

９cm 

 
作業機の揺れやほ場内の段差（タイヤ跡など）

があっても刈り取り高を一定に確保できます！ 

伝
染
病
対
策
の
た
め
の
衛
生
管
理 

表１ リスク分析の例 

 長靴や清掃道具をいつでも簡単に清掃！ 

図２ 水道配管と洗浄シャワーを

牛舎内に複数設置 


